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人工芝の安全性に関する報道について 

 先日、人工芝の充填材ゴムチップとがんの発病に関連する記事が米国で報じられ、わが

国でもインターネットなどを通じて報道されました。 

ロングパイル人工芝の充填材ゴムチップの発がん性に関しては、ロングパイル人工芝が

市場に広まりだした 10年ほど前から主に海外で議論されており、複数の公的検査機関、大

学の研究所、民間の検査会社など世界各地で検証が行われましたが、現時点では人工芝と

発がんに関しての因果関係は全く証明されておりません。 

私どもが販売施工を行います「フィールドターフ」の製造元であるフィールドターフ社も、

これまでに行われたコネチカット州公衆衛生局、マサチューセッツ州公衆衛生省、ワシン

トン州保健衛生局等の調査結果により「フィールドターフ」の安全性に問題はないとして

おります。別紙をご参照ください。 

私どもは、スポーツ・フィールドを皆様に安心してご使用いただく事が最優先であると考

えており、今後の研究結果は判明次第すみやかにお伝えいたします。また、安全性に関す

るご質問がございましたら、常にお受けいたします。 

今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 



2016 年 2月 17日 

ゴムチップに関する懸念事項 

先週末、アメリカ政府の 3 つの機関（環境保護庁、消費者製品安全委員会、疾病対策センター）が

人工芝の懸念に関する議論に終止符を打つために共同研究を実施すると発表しました。 

それを受け、皆さまのご心配を取り除くためにも、フィールドターフ社の姿勢を明確にし、皆さまへしっかりと

お伝えいたします。 

まず、今回の報道は、特別新しい議論ではありません。 

この件が初めて話題になったのは 2008 年でしたが、人工芝フィールドと健康被害に一切の関連はないと

いう専門家による相互評価がなされた科学的研究結果がいくつも立証されたことで、世間の注目は薄れ

ていきました。 

しかし2014年、NBCニュースが人工芝上でプレーをしていた10代のサッカー選手ががんを発病している

と暗示するような番組を放送したことで、この話題がまた持ち上がりました。そのような関連性を示す証拠

は一切存在しないとずっとわかっていながらも、2015年9月にも同様の番組が放送されました。ESPNで

も似たような番組が放送されたことで、新しい証拠の浮上や科学的立証が何もされていないにも関わらず、

この議論が再び注目されるようになりました。 

専門家による相互評価がなされた学術的な分析、連邦政府及び州政府による調査報告を含む多数の

科学的研究結果から、人工芝フィールドとがんやその他健康問題の間には一切の関連性はないと明確

に科学が示しています。この件について未だ十分な研究がなされていない、もしくは限定的にしか研究され

ていないという意見は正しくありません。 

いくつかの例を挙げると 

 コネチカット州公衆衛生省は「人工芝フィールドで使用されているリサイクルタイヤから派生する化

学物質を吸入または摂取することが発がんの可能性を高めるという結果は裏付けされなかった」と

結論付けています。

 マサチューセッツ州公衆衛生省は「人工芝フィールドに接する機会が健康被害をもたらすとは一般

的には言えない、と科学文献が示唆し続けている」と言明しました。

 ワシントン州保健衛生局は「我々が再調査をした研究結果やデータに基づくと、公衆衛生上の危

険はほぼない」と発表しています。

さらに、メディアによる報道の中には、リサイクルタイヤの破片によって子供たちが危険な化学物質と接して

いるという点が懸念事項であると主張するものもありましたが、私たちは皆、日常生活の中で微量の化学

物質を食べ、飲み、吸い込んでいるという事実を考慮すれば、これは全く脈絡もなく基準もない、誤解さ

せるだけの主張であると言えます。 

人工芝フィールドに含まれる全ての化学物質の量は、消費者製品安全委員会が設けている子供用玩

具の基準と、環境保護庁の都市と地方土壌に関する安全基準をそれぞれ下回っている、と人工芝メー

カーは自主的に証明をしています。



フィールドターフ社は過去から繰り返し一貫して訴えてきましたが、更なる研究や透明性は心から歓迎をし

ます。 

現時点で入手できる大量の科学的研究結果からも、ゴムチップを充填している人工芝フィールド及び遊

び場は安全であり、いかなる健康問題との関連は一切ない、と明確に示されています。 

今回実施される調査を最後に、本件について決着がつくことを期待したいと思います。 

フィールドターフ社

副社長 

ダレン・ギル 

科学的な情報の詳細につきましては、セーフ・フィールド協会のホームページにも記載があります。 
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